








〔はじめに〕 

小児における気管支喘息は多くの症例が思春期までに軽快するといわれているが,長期に

予後を観察した場合成人へ移行する症例や再発する症例も少くない。心身ともに成長過程

にある小児において思春期に達しても喘息発作が持続しまた重症化する症例の要因を解析

することは重要な課題であると考える。その問題点につき二,三の検討を試みた。 


